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それ らを組 合員 とする県連合会287。この両
者 を会員 とする全国連合会が24。それぞれに



















ープは混迷 を極 めていた。社会的には 「農業
の国際化,貿 易 ・金融の自由化」,また 「農
業人 口の高齢化,兼 業化」 「高度情報化」
「人々の価値観の多様化」などの農業の内的
な問題。そして 「地域社会における相対的地
位やイメー ジの低 下」。農協 はこういった問
題を早急に改革,改 善する必要に迫 られてい
たのである。







農協 のCIは,新 しい農協の使命を明 らかに
し,新 しいシンボルマークのもと,農協の組
織全体 を1つ のグループと考える 〈グループ
アイデンティティ〉 として実践してい く」 と









各単位農協がCI手引 き書/実 戦編 というマ
ニュアルを参考に,そ れぞれの現状に合わせ
た方策を検討,実 施 していくのである。象徴
的な愛称JA,JAマ ー クの導入 は全国 レベ
ルのものであるが,BI,MIの取 り組みは単
位農協主体 とい う,い わば逆CIなのである。
'94年4月の 「JAの活動 に関する全国一
斉調査」によるとCI活動に取 り組んでいる
JA50.2%うち 「CIを展 開 中」 のJAは
26.2%,「う ま く進 ん で い な い」JAは
24.0%ある。そして 「CIの導入 を検討中」






改革 ・実体改革中心の活動へ発展 させてい く
ことが,JAグ ループのCI活動 の課題 とな
る。(中略)重 要なことはCI・活動 自体 を目





JA尼崎市 のCIへ の取 り組 み も他 のJA
と同様,ま ずVIの 導入か ら始 まり,MIへ
と徐々に農協の意識改革へ と歩を進めてる。
農業の現状をみると,農地,農 家(組 合員)
は年々減少 してお り,特に先の3大 都市圏の
市街化区域内農地に対する宅地並み課税の実




かにBIへ と移行 してい く必要がある。
昨年私が関わった新規事業部の設立はその






利用 も考慮 して,新 事業部は塚口支店の1階








のイメージ作 りを行った。現在 も利用率 を高
めるための新 しい企画を検討中である。
マークの多 くは何かをモチーフにして作 ら
れ る。JAマ ークの場合はJAと いう文字,
それ を構成す る丸や三角形,A。 それらはど
れも表現 しなければならない意味を内包して
いる。丸は農業の豊かさ,実 り。三角形は自
然,Aは 人 間 とい う ことになる。 しか し
「形」ができた時点では,マークに内包され
る意味は自己満足的なものである。制作者以
外の人にとっては,店 舗,商 品,広 告,新 聞,
TVな どのメディアから受けるそのマークに
関係 するすべての情報が 「形」に蓄積されて
いき,マ ークの意味や価値を作 り上げてい く
のである。
JAマーク というまかれた種 は,い ま芽 を




範躊か ら外れ,ゆ っくりとしたス ピー ドで進
んでいる。すべてに無理な く,時間をかけて
合意 のうえで事業を積み上げていくとい う独
特の考え方によるものだろう。 こうしたゆっ
くりとした改革は時 として,微 妙な誤差を見
落 としてしまう可能性がある。その小さな誤
差の積み重ねが気がつかないうちに,ま った
く異質のものを生み,進 行が遅いがゆえに定
着 してしまう危険性 もある。
農協による逆CIの成否はまだまだ先のよ
うである。1
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